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学位論文内容の要旨

  植物の生活環を構成する種々の生理現象、すなわち発芽、成長、開花、結実、老化などは主として植物

ホ ル モ ン に よ っ て 帝 ｜ 御 さ れ て い る ． 現 在 ま で に auxin、 cytokinin、 gibberelli-

n、 abscisicacid、 ethyleneが 植 物 ホ ル モ ン と し て 認 め ら れ て い る ， し か し こ れ

らの植物ホルモンのみでは説明されない幾多の現象、及び微量で種々の生理現象に関わる化合物の報告が

なされている，このような化合物の検索｜よ植物生理学的研究に多大な知見をもたらすのみならす、植物化

学調節剤などのりード化台物に結びっく可能性があり、さらなる研究が里まれる分野と思われる．以上の

ことから既知の植物ホルモンのみでは解明のなされていない作物の塊茎形成誘導について化合物レベルで

の解明を試みた。またハレイショマイクロチユーバ一一一形成を誘起する化合物の検索は植物生理学上極めて

重 要 と 考え ら れ た． ま た 農業 上 、以下 の点で 多大な有 効性を 含んでい ると考え られた ．

    1）馬鈴薯品種改良期間の短縮、

    2）馬鈴薯の早晩生の判定、

    3）種薯の輸送コストの削減、

    4）無菌的に育成された種薯の使用による生産性の向上、

    5）親薯の優秀な形質の効率的な次世代への転換、

    6）植物界における塊茎形成磯構解明の手段

  以上のことから微生物由来のパレイショマイクロチユーバ一形成誘導物質の検索を行った．上記の化合

物を採る生物検定法としてパレイショ茎断片組織培養法を用いた・

1．バレイショ、キクイモ塊茎形成誘導物質

パレイショ（ナス科、Solan__umtu_b e r o s umL．）塊茎形成誘導物質についてはOm－

erらによりtuberonlCaClCgluCOSldeが明らかにされているが、さらにパレ

イショ莱部からそのアグリコン、epituberonlcacidを単離した．また活性を示す化合



物と してethylcaffateの存在を明らかにした．さらに書舌性は示さないが新規セスキテルベ

ン、tuberononeを単離した，（Fig．1）

  植物界での塊茎形成誘導物質の普遍性、並びに特異性を比較するため実験材料として科の異なるキクイ

モ （ キク 科 、 Helianthus  tuberosus  L．） を用い、その葉部から、me thyl

  epituberonateglucoside及び 6種 の新 規 ボリ ア セチ レ ン配 糖 体、 methy－

lhelianthenateA、B、C、D、E、Fglucosideを単離し、その構造を

決定した， また、jasmonicacid、heliangineが活性を示す化合物として単離さ

れた．（Fig．2）  ′．，

  epituberonicacidの 絶 対 配 置 に つ い て は ORD及 び 、 jasmonicaciー ，

d類のl H-NMRの比較により（1墨、2~R)と決定した．Tuberononeの相対配置はNOE、

NOESY、カッブリンク定数により決定した．7位の絶対配置はtuberononeをN、N-di－

me thyl aminobenzoyl体に誘導し、円二色性励起子カイラリティ一法を適用し（7R)

と決定した．ボリアセチレン配糖体のglucosyloxymethineの絶対配置については化学

合 成 的 誘 導 、 並 び に 化 学 合 成 に よ っ て (R)と 決 定 し た ． （ schemeI、II）

  塊 茎 形 成 誘 導 に つ い て は jasmonicacid、 epituberonicaCid、 met一

hylepitロ beronateglucosidetrま 10-6M程 度 の 濃 度 で 塊 茎 形 成 を 誘 導 し

た．ボリアセチレン配糖体、e thylcaffate、heliangineは実験に用いるハレイ

ショの貯蔵期間によりぼらっきがあるものの、1 0-4M.10-3M程度の濃度で塊茎形成を誘導した．

科の異なる2種の植物からtuberonicacid関連化合物単離されたことから、tubero－

nicacidtま植物の塊茎形成誘導にたぃして普遍的に働いていることが考えられた．

2．微生物由来のバレイショマイクロチユーバ一形成誘導物質

IF031059の培養漣液にその活性を確

認した．種々のカラムクロマ卜グラフイ一、HPLCによりこの培養液を精製し、mell ein. th-

eobroxide.  （5R)、  （5S）ー5－hydroxylasiodiplodine、jasー

monicacidを単離し、その構造を決定した。（Fig．3）

  新規化合物theobroxideの絶対配置については、その誘導体に円二色性励起子カイラリティ

一法、改良Mosher法を適用し、決定した，また2種の新規化合物（5R)、（5-S）－5―hyd-

roxylasiodiplodineの水酸基の置換様式については改良Mosher法を適用し決定

した．3位の立体については本菌の代謝産物である1asiodip1。dineの3位の配置カ塰であ



ることから、（5R）、（5S）―5－hydroxylasiodiplo、dineにおぃてもI司様に

量であると考えられる．

  ハレイショマイクロチューパ一誘導についてはtheobroxideは10‐sM程度の濃度でマイ

クロチューハーを誘導した．Melleinは実験に用いるハレイショの貯蔵期間によりばらっきがある

ものの、10‐4M、10-5M程度の濃度でマイクロチユーパーを誘導した・
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塊 茎 形 成 誘 導 物 質 の 化 学 的 研究

  本論文は緒諭、本文2部で構成され、図64、スキーム5、表

78、引用文献132を含む、総頁数168頁の和文論文である。

ほかに、参考論文5編が添えられている。

  植物貯蔵器官である塊茎の形成は、種々の環境要因によって支配

されている。なかでも、日長の影響が最も大きく、誘導条件下、葉

部で形成された活性物質は地下部ヘ移行し、ストロン先端部細胞の

肥大を誘起し、その後の細胞分裂を経て塊茎が形成される。この活

性 物質 に っ い て は 、 バ レ イ シ ョ （ Solanum t uberosum)か ら単離 さ

れたtuberonlcacidglucosideが明らかにされているのみである。

そこで著者は、バレイショ塊茎形成誘導物質の検索をさらに進めた。

また、科は異なるが、バレイショと同様に短日条件下で塊茎を形成

するキク科キクイモ（Helianthustuberosus）の塊茎形成誘導物質

の検索を行なった。以上の研究には、バレイショ黄化徒長茎培養法

を生物検定に用いたが、これを微生物の代謝産物に適用し、微生物

起源のバレイショマイクロチューバ一形成物質の研究も行ってい゛る。

  パレイショ塊茎形成誘導物質として、葉から新たにtuberonic

acidを単離し、この立体化学が天然のepijasmonic acidと同じ

く1R、2Sであることを明らかにした。また活性は認められないが新



規 セスキテルペンtuberononeを単離し立体化学を含めた構造を決

定した。

  キクイモ塊茎形成誘導物質にっいては、葉部を用い種々のクロマ

トグラフイーで精製を行ナょい、二群の化合物の存在を明らかにした。

一っは、  バレイショと同じmethyl tuberonate glucosideであるo

本 物質がキクイモから単離されたことより、tuberonic acidが植

物塊茎形成誘導に普遍的に関与している可能性を示した。他の一群

として、6種の新規ポリアセチレン化合物（ helianthenic acid A-

F）をァグリコンとするグルコース配糖体を単離した。各種機器分

析により平面構造を決定し、化学合成により立体化学を明らかにし

て い る 。 さ ら に 、 こ れ ら ア セ チ レ ン化 合 物 に 共 通の 部 分 構 造

（ glucosyloxy methine）．にっいて、R体、S体の2種の化合物を

合 成し NMRのケミ カルシ フトの 差異 を検討することにより、同様

の 部分 構造を 有する 化合物 の立体 化学をNMRによって決定する方

法を開発している。なお、これら二群の化合物の他に、既知化合物

heliangineも活性を示すことが明らかとなった。

  微生物起源のマイクロチューバ一形成物質の単離を目的に、糸状

菌の代謝産物を検索した結果、Lasiodiplodia theobromaeカ ゴ 数 種

の活性物質を代謝することが明らかとなった。シクロヘキセン化合

物 theobroxideと4（R）－および5（S）-hydroxylasiodiplodine

の3種の新規化合物を単離し、立体化学を含めた構造を明らかにし

・に。これらの化合物は、バレイショマイクロチューバ一生産の実用

化 に用い られる こと が考え られ、 特にtheobroxideはtuberonic

acidと同程度の活性を示し、また安定な化合物であることから可

能性は高い。



以 上 の よ う に 、 著 者 は 内 生 塊 茎 形 成 誘 起 物 質 お よ び 微 生 物 起 源 マ

イ ク ロ チ ュ ― バ ― 形 成 物 質 を 明 ら か に し た が 、 こ れ ら の 化 合 物 は 今

後 の 植 物 塊 茎 形 成 誘 導 機 作 の 解 明 に 役 立 っ だ け で な く 、 生 物 有 機 化

学 に 新 し い 知 見 を 加 え る も の で あ る 。

よ っ て 審 査 員 一 同 は 、 最 終 試 験 の 結 果 と 合 わ せ て 、 本 論 文 の 提 出 者

松浦英幸は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格があるもの

と認定した。
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